
～未来への架け橋～
福島「ふるさと愛」プロジェクト2025

フィールドワーク 参 加 者 募 集 ・参加無料
・事前申込制

開催場所 福島県内

参加対象 全国の大学生
・被災地や地域創生に関心のある学生
・地域事業者や住民と交流し、取材・議論・発信に意欲のある方

開催日 【フィールドワーク説明会】2025年10月6日（月）19：00～20：30予定
【フィールドワーク】2025年10月11日（土）～13日（月・祝）
2泊3日のフィールドワーク事前にオンラインでの事前学習（震災と復興の歩み等）

参加費 無料

プログラム内容 ○浜通り地域での現地フィールドワーク
○地元住民や事業者へのインタービュー

○テーマ別ディスカッション
○動画制作方針の作成

締　切 2025年9月29日（月）

■フィールドワーク説明会への参加が必須となります。（オンラインにて開催予定）

主催：復興庁／「新しい東北」官民連携推進協議会（福島県・福島大学・東邦銀行・ふくしま連携復興センター）　企画：JTBコミュニケーションデザイン／JTB福島支店

募集人員 18～20名
※応募多数の場合は抽選を行います。

申　込 右記二次元コードまたは
ＵＲＬよりお申込ください。
https://forms.office.com/r/BW9pnxDWDH?origin=lprLink

10月11日（土）～13日（月・祝） 未来への架け橋フィールドワーク3コース
福島県で活躍する女性から
ふるさと愛について探究

福島県で自分らしく生きる
地元回帰について探究

福島県への未来に投資
地元での生業について探究

9：00 JR福島駅 集合 9：00 JR福島駅 集合
10月11日（土）

10月12日（日）

10月13日（月・祝）

9：00 JR福島駅 集合

9：00 各チームに分かれて取材活動（バス移動） 9：00 各チームに分かれて取材活動（バス移動） 9：00 各チームに分かれて取材活動（バス移動）

9：00 出発（バス移動） 9：00 出発（バス移動） 9：00 出発（バス移動）

15：00 JR福島駅 解散 15：00 JR福島駅 解散 15：00 JR福島駅 解散

共通
コース レストランF

昼食

震災遺構 浪江町立請戸小学校
自然災害のリアルと教訓を学ぶ

東京電力廃炉資料館
事故の教訓や廃炉進捗状況等について学ぶ

オリエンテーション 東日本大震災・原子力災害伝承館
震災の記録と教訓を学ぶ

レクチャー①

宿泊：いこいの村なみえ

宿泊：Jヴィレッジ宿泊：Jヴィレッジ宿泊：Jヴィレッジ

お問合せ
JTBコミュニケーションデザイン（新しい東北イベント事務局）
メール newtohoku-event@jtbcom.co.jp
TEL 022-222-1582（受付時間：9:30～17:30 土日祝日除く） 

全国から福島を愛する若者が、福島に興
味がある若者に向けて、福島の地で“ふくし
まの魅力”を発見してもらう2泊3日のプログ
ラムを考えました。

福島県 インスタグラム

https://www.newtohoku.org

■〈大熊町〉おおくままちづくり公社
 大熊町復興支援員としてコミュニティづくりを担当
■〈浪江町〉任意団体「なみとも」代表 いわき双葉の子育て
応援コミュニティ「cotohana（コトハナ）」

 震災前の賑わいを取り戻すために活動

■〈飯舘村〉図図倉庫（ズットソウコ）
 いいたてフィールドミュージアムで環境世界を学ぶ

■〈双葉町〉浅野撚糸
 地域の復興を担って、工場を稼働中

■〈川内村〉カフェ＆ギャラリー秋風舎
 若手起業家への支援を受け古民家カフェを開設

■〈楢葉町〉おかしなお菓子屋さんLiebe（リーベ）
 楢葉町の発展のために活動

■〈浪江町〉PwC Japan有限責任監査法人
 浪江駅西側再整備事業共創会議メンバー

■〈双葉町〉東日本大震災・原子力災害伝承館
 東日本大震災・原子力災害伝承館のスタッフ、語り部として活動

■〈南相馬市〉紅梅夢ファーム
 農業の魅力発信

本プログラムは、全国の大学生が事前に募った運営委員を中心に、フィードルドワーク参加者も合わせて地元の人との交流や、
現地でのフィールドワーク等を通して“福島の魅力”を発見し、「ふるさと愛」について考えるプログラムです。

地元の人たちとの交流を中心に福島の現状を知り、フィールドワークとして交流した地元の人たちが活躍されている現場を訪問します。
これらを通して感じた「ふるさと愛」について皆様に発表いただきます。

本プログラムは、全国の大学生が事前に募った運営委員を中心に、フィードルドワーク参加者も合わせて地元の人との交流や、
現地でのフィールドワーク等を通して“福島の魅力”を発見し、「ふるさと愛」について考えるプログラムです。

地元の人たちとの交流を中心に福島の現状を知り、フィールドワークとして交流した地元の人たちが活躍されている現場を訪問します。
これらを通して感じた「ふるさと愛」について皆様に発表いただきます。

※取材先については取材箇所、人数が都合により変更となる場合がございます。
県外からの参加者は往復30,000円（税込）を上限に交通費および前泊の費用を補助します。
※自宅最寄り駅⇔福島駅間（公共交通機関）

交通・前泊費
補 助

福島県

バス バス

バス バス バス

徒歩


